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AIMAIMモデルモデルの歴史と展開の歴史と展開
1990.7  AIM1990.7  AIMプロジェクト開始プロジェクト開始

19931993～～94  94  第１次モデル完成第１次モデル完成

1993  1993  長期排出シナリオ策定作業長期排出シナリオ策定作業

1994.11  1994.11  日経地球環境技術賞大賞日経地球環境技術賞大賞

1995.6   1995.6   国際共同研究の本格的開始国際共同研究の本格的開始

1996.2  AIM1996.2  AIM国際ワークショップ開始国際ワークショップ開始 19961996～～9797 COPCOP３に向けた我国３に向けた我国

削減目標論争削減目標論争1997.8  AIM1997.8  AIMトレーニングワークショップ開始トレーニングワークショップ開始

1997.121997.12 COP3COP32000.4  IPCC SRES2000.4  IPCC SRES

20022002～～ 環境イノベーション戦略的環境イノベーション戦略的

データベース開発データベース開発

20022002～～ 生態サービスモデル開発生態サービスモデル開発

2003  2003  温暖化対策税論争温暖化対策税論争

1994  1994  
ECOECO--AsiaAsia（（LTPPLTPP））

2002～ APEIS(IEA)

我国脱温暖化社会シナリオ策定我国脱温暖化社会シナリオ策定

19981998～～ 循環型経済モデル開発循環型経済モデル開発

2000 2000 参加型統合評価モデル開発参加型統合評価モデル開発

IPCC IPCC 第第44次評価報告書次評価報告書

我国の中長期脱温暖化社我国の中長期脱温暖化社

会論争会論争

1992  1992  エネルギー消費エンドユースモエネルギー消費エンドユースモ

デル開発デル開発

20012001 三つの循環型社三つの循環型社

会シナリオ会シナリオ

2004  MA2004  MA報告書報告書

2002  GEO32002  GEO3

2000  GEO22000  GEO2

1994  IS921994  IS92評価評価

2001.4  IPCC 2001.4  IPCC 第第33
次評価報告書次評価報告書



AIMモデル群の構成
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AIMの実際課題への適用

低炭素社会へのシナリオ

持続可能な自然・生態資本に支えら
れた社会・経済システムの構築

高い環境効率性をもつ技術と制度に支
えられた社会・経済システムの探求

脱温暖
化2050

ＡＰＥＩＳ
／ＥＩＡ

Millennium 
Ecosystem 
Assessment



AIM/Material

• 気候安定化パスの解析
• バーデンシェアリング、フ
レキシビリティ

• ＦＴＡなどの貿易体制の
変化

AIM/Impact[Policy]

• 気候変動の閾値議論
• 安定化パスと影響の関係
• バーデンシェアリング

常置する生産部門

AIM/CGE[global]

アドホックな生産／制度部門都市・IT ・交通
関連需要

社会・経済シナ
リオの数値指標

E D B
Environmental option DataBase

AIM/Enduse

• 整合的社会・経済シナリ
オの調整

• 産業構造、技術進歩の
組み込み作業

• 各種抑制政策（規制、税
賦課など）の効果推計

• 排出抑制技術の定量的
評価

• 対策オプションのデータ
ベース

• 他グループとのインター
フェース

家計生産モデル

他

Ｔ

の

活

動

・
情

報

基準シナリオの作成・提供
技術・制度・行動オプションのデータベース化
脱温暖化シナリオ構築

2 データベース化

3 脱温暖化シナリオ構築

脱温暖化2050へのＡＩＭの寄与

シナリオTの範囲

1 基準シナリオの作成・提供



Outline of Strategic Database
MODELMODEL
AIM/Energy, AIM/MaterialAIM/Energy, AIM/Material
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AIMの展望
21世紀のアジア・太平洋地域における持続可能な環境保全に向けて;

1. 三つの空間スケールと三つの時間スケールにまたがって
1) 世界/国/サブ・ナショナル及び流域, 
2) 2020年 /2050年/2100年以降

2. 三つの要素をめぐり；
1)温室効果ガス・エネルギー, 2) 物質, 3) 水資源と土地資源

3．三つの重点テーマとそれに向けての将来シナリオの構築;
1) 低炭素社会, 2) 高い環境効率性をもつ技術と制度, 3) 持続
的な環境資源の利用とその普及

4．環境統合評価作業のプラットホームに。


